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むつ市議会第２４５回定例会会議録 第１号

令和２年８月２５日（火曜日）午前１０時開会・開議議事日程 第１号

◎農業委員会委員就任代表挨拶

◎諸般の報告

第１ 会議録署名議員の指名

第２ 会期の決定

第３ 行政報告

【議案一括上程、提案理由説明】

第４ 議案第70号 むつ市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する

条例

第５ 議案第71号 人権擁護委員の候補者に推薦する者につき意見を求めることについて

第６ 議案第72号 人権擁護委員の候補者に推薦する者につき意見を求めることについて

第７ 議案第73号 令和２年度むつ市一般会計補正予算

第８ 議案第74号 令和２年度むつ市介護保険特別会計補正予算

第９ 議案第75号 令和２年度むつ市魚市場事業特別会計補正予算

第10 議案第76号 令和元年度むつ市一般会計歳入歳出決算

第11 議案第77号 令和元年度むつ市国民健康保険特別会計歳入歳出決算

第12 議案第78号 令和元年度むつ市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算

第13 議案第79号 令和元年度むつ市下水道事業特別会計歳入歳出決算

第14 議案第80号 令和元年度むつ市公共用地取得事業特別会計歳入歳出決算

第15 議案第81号 令和元年度むつ市介護保険特別会計歳入歳出決算

第16 議案第82号 令和元年度むつ市魚市場事業特別会計歳入歳出決算

第17 議案第83号 令和元年度むつ市水道事業会計利益剰余金の処分について

第18 議案第84号 令和元年度むつ市水道事業会計決算

第19 報告第18号 令和元年度むつ市健全化判断比率について

第20 報告第19号 令和元年度むつ市公営企業会計資金不足比率について

本日の会議に付した事件

議事日程に同じ
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◎開会及び開議の宣告

午前１０時００分 開会・開議

〇議長（大瀧次男） ただいまからむつ市議会第

245回定例会を開会いたします。

ただいまの出席議員は22人で定足数に達してお

ります。

これから本日の会議を開きます。

◎農業委員会委員長就任代表挨拶

〇議長（大瀧次男） 議事に入る前に、就任の挨拶

を行います。

さきの定例会において同意し、むつ市農業委員

会委員に選任されました19名の委員を代表いたし

まして、むつ市農業委員会会長の坂本正一氏より

就任のご挨拶をお願いいたします。

〇農業委員会会長（坂本正一） ただいまは、議長

より丁寧なご紹介ありがとうございました。

おはようございます。むつ市議会第244回定例

会におきまして、市議会のご同意をいただきまし

たむつ市農業委員会委員19名を代表して、ご挨拶

をさせていただきます。

まずは、むつ市議会第245回定例会開催に当た

りまして、このような挨拶の機会を設けていただ

きましたことに心より御礼を申し上げます。

私たち農業委員は、農業委員会等に関する法律

を遵守し、農業委員会の最も重要な事務として位

置づけられている農地等の利用最適化の推進に向

けて全力で取り組んでいるところでございます。

近年少子高齢化に伴う農業従事者の高齢化や後

継者不足が懸念されている中で、地域の農地を守

り、担い手を育て支援する組織として、農業生産

の基盤であり、かつ地域のかけがえのない貴重な

資源である農地の有効利用を図り、将来に引き継

いでいかなければならない大事な使命があると考

えております。

さらに、農地の守り手として、その健全な発展

に寄与するため、農地法などにより、その権限に

属された事項についての公平公正な事務の執行に

努めてまいる所存でございます。

、 、つきましては 議員の皆様方のさらなるご指導

ご鞭撻をお願い申し上げまして、簡単ではござい

ますが、委員19名を代表して、就任の挨拶とさせ

ていただきます。どうぞ今後ともよろしくお願い

します。

〇議長（大瀧次男） これで就任の挨拶を終わりま

すます。

◎諸般の報告

（ ） 、 。〇議長 大瀧次男 次は 諸般の報告を行います

まず初めに、地方自治法第121条第１項に基づ

く今定例会への説明員の出席者については、お手

元に配付の名簿のとおりであります。

次に、本日市長から、公害対策に関する経過報

告、放射性廃棄物保管施設における安全対策に関

する経過報告、交通問題対策に関する経過報告、

工事請負契約に係る入札結果資料が提出されてお

りますので、お手元に配付しております。

次に、全国市議会議長会等の会議結果につきま

しては、お手元に配付の報告書のとおりでありま

すので、ご了承願います。

次に、本日この後、新型コロナウイルス感染症

に係る市の対応について市長から行政報告があり

ますので、ご了承願います。

以上で諸般の報告を終わります。

〇議長（大瀧次男） 本日の会議は議事日程第１号

により議事を進めます。
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◎日程第１ 会議録署名議員の指名

〇議長（大瀧次男） 日程第１ 会議録署名議員の

指名を行います。

会議録署名議員は、会議規則第89条の規定によ

り、１番佐藤武議員及び16番冨岡幸夫議員を指名

いたします。

◎日程第２ 会期の決定

〇議長（大瀧次男） 次は、日程第２ 会期の決定

を議題といたします。

お諮りいたします。本定例会の会期は、本日か

ら９月９日までの16日間としたいと思います。こ

れにご異議ありませんか。

（ 異議なし」の声あり）「

〇議長（大瀧次男） ご異議なしと認めます。よっ

て、会期は本日から９月９日までの16日間と決定

いたしました。

、 。ここで 説明員交代のため暫時休憩いたします

午前１０時０５分 休憩

午後１０時０７分 再開

〇議長（大瀧次男） 休憩前に引き続き会議を開き

ます。

◎日程第３ 行政報告

〇議長（大瀧次男） 次は、日程第３ 行政報告を

行います。

市長から報告を求めます。市長。

〇市長（宮下宗一郎） おはようございます。

７月31日開会のむつ市議会第159回臨時会にお

いて行った行政報告以降、国及び県の対応並びに

これまで実施した市の取組についてご報告させて

いただきます。

まず、世界的な新型コロナウイルス感染症の感

染拡大傾向にはいまだに歯止めがかからず、国内

でも先の緊急事態宣言発出前に増して感染者が発

生する状況に変化はありません。

こうした中、８月７日に開かれました国の第５

回新型コロナウイルス感染症対策分科会から、社

会経済と感染対策の両立のための目標と基本戦略

を政府に提案するため 「新規感染者数の動向 、、 」

「入院患者数の動向」及び「検査体制」の分析を

基に「今後想定される感染状況と対策について」

が示されました。

この中で、各都道府県で今後想定される感染状

況を踏まえ、これを４つのステージに分類し、更

にステージごとの指標、目安及び講ずべき施策が

示されるとともに 「ステージに関わらず現時点、

において講ずべき施策」が具体的に明示されてお

ります。

これらの指標は、感染症対策を強化するための

目安であり、一つひとつの指標に左右されること

なく、国や地方自治体は、総合的な判断の下、感

染の状況に応じ積極的かつ機動的な対策を講じて

いくことが求められております。

また、その際、地域によっては医療提供体制を

始め様々な環境が異なるため、実情に応じて判断

することが必要であり、医療資源が限られている

地域においては、これらの指標に満たない段階で

あっても、積極的に対策を講じることが求められ

ることとされております。

一方、国が感染症対策を講じる基準として、感

染者数だけではない指標を用いたことは大きな変

化であると認識しており、当市としても新たな国

の基準に基づく対策を考える必要があるものと認

識しております。

青森県では ８月14日には ７月31日以来 33例、 、 、

目の感染者が発生したところであります。

お盆休みに鑑み、三村青森県知事から「我々は
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誰しもが新型コロナウイルスに感染したり、知ら

ないうちに感染させたりする可能性があります。

基本的な感染防止対策の徹底など、感染リスクを

少しでも減らすための努力をしなければならない

ことは当然でありますが、県民お一人お一人が思

いやりの気持ちを持って、これまでと同じように

帰省される方々を温かい心で受け入れていただく

ようお願いします 」とのメッセージが発せられ。

ております。

また、私からは、８月３日にＹｏｕＴｕｂｅの

「むつ市長の62ちゃんねる」で、感染症対策の注

意喚起を含め 「８月のお盆の時期、感染が拡大、

。」 、している地域からの帰省は控えましょう とし

さらに、帰省する場合の注意点についてのメッセ

ージを市民の皆様にお伝えしたところでありま

す。

今後におきましても、国及び青森県の方針、そ

して、全国の感染状況等を踏まえ、市民の皆様の

安全・安心を確保するため鋭意努力してまいりま

す。

以上を受け 「むつ市の基本的対処方針」を始、

め、７月31日以降、この危機突破の柱となる「予

防医療対策」及び「経済対策」に係るむつ市感染

症危機突破プロジェクトチームの取組並びに「新

型コロナウイルス感染症に係る雇用対策」につい

て、ご報告いたします。

それでは、国及び青森県の方針を踏まえた「む

つ市の基本的対処方針」についてご報告いたしま

す。

、 、はじめに 大規模イベント等の開催については

７月22日に開かれました国の第３回新型コロナウ

イルス感染症対策分科会での議論を踏まえ対処し

てまいります。

また、イベント等の開催に当たっては、感染防

止対策に係る種々のガイドラインに従った行動を

お願いすることといたします。

次に、市有施設につきましては、今後、原則と

して開館することとしておりますが、利用方法に

一部制限を設けることとし、感染症の発生状況に

よっては、施設の閉館を余儀なくされるものと考

えており、国が示した新しい生活様式に従い、密

を避けるなど感染予防に万全を期してご利用いた

だくようお願いいたします。

次に、首都圏への移動につきましては、東京都

を中心として新型コロナウイルス感染症患者がい

まだ発生していることに鑑み、感染防止対策の徹

底をお願いするとともに慎重な行動をお願いいた

します。

首都圏以外への移動につきましても、移動先の

感染状況を踏まえ、適切な感染防止対策を講ずる

ようお願いいたします。

また、感染拡大の防止対策として、今後におい

ても、国が運用する新型コロナウイルス接触確認

アプリの活用を推奨していくことといたします。

なお、各都道府県で想定される感染状況を踏ま

え、基本的な感染予防の徹底等、講ずべき施策が

国の分科会から提案されておりますので、市にお

いても迅速なリスク評価の下、合理的な感染症対

策を速やかに実行してまいります。

次に、対策の柱の１点目、予防医療対策につい

てお伝えいたします。

はじめに、職員の出張及び私用旅行の取扱いに

ついてご報告いたします。

７月に入り東京都の感染者数が100人を超える

日が続くなど、東京都を中心とした地域での感染

者数増加を受け、また、特にこの本庁舎はワンフ

ロアのため、感染者が発生した際に感染が広がる

リスクが市民の皆様や多くの職員へと及ぶことが

想定されますことから、７月11日から７月31日ま

での間、首都圏４都県への出張を原則禁止として

おりました。

その後、首都圏以外の地域でも感染者数が増加
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していることを受け、８月１日から８月31日まで

の間、関東、中部、近畿及び九州地方への出張を

原則禁止とするとともに、私用旅行の自粛を要請

しております。

その他の地域につきましては、不要不急の出張

及び私用旅行を避け、かつ、やむを得ず出張等を

する場合には所属部長等へ事前に報告することと

しております。

以上は、職員及びその家族はもちろん、来庁さ

れる市民の皆様を守るための措置でもありますの

で、ご理解を賜りたいと存じます。

次に、むつ総合病院の検査体制についてご報告

いたします。

現在の新型感染症外来におけるＰＣＲ検査につ

きましては、検体採取後に市外の検査機関に送付

しており、結果が判明するまでには１日から３日

程度の日数を要しております。

今後につきましては、年内には病院内にＰＣＲ

検査機器を設置する予定となっており、早期判定

が可能となります。

次に、公共施設の利用の再開についてご報告い

たします。

市内94施設のうち、キッズパークにつきまして

は、例年お盆期間中は普段の２倍以上の利用があ

り、施設の性質上、利用者同士の接触が避けられ

ないことから、８月８日から16日まで休止いたし

ましたが、８月17日から再開しております。

再開に当たりましては、新しい生活様式に留意

するとともに、利用方法に一部制限を設けるなど

感染防止対策を講じながら運営しておりますの

で、ご理解を賜りたいと存じます。

次に、対策の柱の２点目、経済対策についてお

伝えいたします。

はじめに、むつ市緊急経済対策13事業の８月

21日までの状況についてご報告いたします。

まず 「緊急支援給付金事業」についてであり、

ますが、８月１日からは飲食業、宿泊業等の14業

種に加えて、これらに関連して影響のある業種に

ついても対象とし、８月31日まで申請受付を延長

しております。

この緊急支援給付金につきましては、1,000件

の想定に対し978件の申請を受け付けしておりま

す。

次に 「飲食店家賃補助事業」についてであり、

ますが、７月31日で申請の受付を終了し、300件

の想定に対し260件の給付を決定しております。

次に 「宿泊業支援事業」についてであります、

が、７月31日で申請の受付を終了し、55件の想定

に対し37件の給付を決定しております。

次に 「非正規雇用労働者支援事業」について、

でありますが、７月31日で申請の受付を終了し、

400件の想定に対し41件の給付を決定しておりま

す。

次に 「むつ市感染症あんしん飲食店等認定制、

度」についてでありますが、８月21日現在、認定

飲食店等は211件となっております。

本制度につきましては、申請受付開始から２か

月以上経過している現在においても申請数が増え

ており、市内事業者の皆様の感染症に対する意識

の高まりを感じているところであります。

今後は、条例を制定した上で、認定期間中の対

策の確認や問題点等を聞き取りし、さらに、感染

予防の啓発物品や消毒液の提供等を行うなど、支

援を充実してまいります。

次に 「むつ市中小企業小口資金特別保証制度、

の特別枠」についてでありますが、市内の４金融

機関が７月末までに74件の融資を決定したこと及

び６月から審査中の１件が８月末までに決定見込

みであることから、予算枠に達することとなるた

め、申請の受付は終了しております。

次に 「子どもみらい応援事業」についてであ、

りますが、これは国の子育て世帯への臨時特別給
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付金に１万円を上乗せして給付するもので、給付

については一般分支給対象者4,470人に対し、

4,469人に給付を完了しております。

また、随時、申請を受け付けしております公務

員につきましては、1,645人に給付を完了してお

ります。

次に 「奨学生緊急支援事業」についてであり、

ますが、給付については、98人の対象者に対して

96人 金額では1,323万円 貸与については 13人、 、 、

の申込みがあり、金額では195万円の支出となっ

ております。

次に 「むつ市のうまい！仕送り事業」につい、

てでありますが、８月１日から対象者に親元を離

れ市外に通っている高校生も加え、申請期間も８

月31日まで延長しているところであります。

受付状況といたしましては、1,200件の想定に

対し958件の申請を受け付けしております。

次に 「マスク配布事業」についてであります、

、 。が ７月31日をもって事業完了となっております

次に 「ステイホーム応援事業」についてであ、

りますが、８月10日に各家庭へのごみ袋の配布を

終えております。

次に 「水道料金の減額」についてであります、

が、２か月分で４万9,387件、１億39万9,000円の

減額を行い、事業完了となっております。

最後に 「プレミアム付商品券事業」について、

でありますが、７月に販売済みの７億円分相当の

商品券が市内482店舗で利用されており、未販売

の５億円分相当の商品券については、８月21日か

ら９月４日までの間で往復はがきによる販売予約

を受け付けしているところであり、９月下旬には

販売することとしております。

次に、第159回臨時会で御議決を賜りました経

済対策６事業の８月21日までの状況についてご報

告いたします。

まず 「農業産地化応援給付金 「畜産業未来、 」、

応援給付金 「林業持続化応援給付金」及び「漁」、

業持続化応援給付金」についてでありますが、こ

れら４事業は、コロナ禍により価格が下落した一

次産品の生産者を応援し、生産の継続と意欲の向

上を図るもので、対象者に申請書等を同封した申

請案内を通知し、申請書を受理後速やかに給付す

ることとしております。

次に 「観光施設等感染予防対策支援事業」に、

ついてでありますが、これは市内のホテルや旅館

等の民間宿泊施設等への検温システム導入に対す

る補助及び北の防人大湊安渡館や奥薬研修景公園

等の市有観光施設に検温システムを導入するもの

でありまして、民間施設分につきましては補助金

制度の案内を通知し、市有観光施設への導入につ

きましては現在調達準備をしているところであり

ます。

本事業により市内の宿泊施設や観光施設等への

検温システム導入を速やかに完了させ、市民の皆

様が安心して観光客の皆様をお迎えできる環境を

構築してまいります。

次に 「下北地域教育旅行助成事業」について、

でありますが、この事業は県内の小中学校、高等

学校、大学等にむつ下北を教育旅行で訪れていた

だき、ジオパークを始めとしたむつ下北の魅力を

体感していただくとともに、教育旅行による観光

業への副次的な支援を行うため、貸切バス費用の

一部を一般社団法人しもきたＴＡＢＩあしすとを

通じて助成するものであります。

しもきたＴＡＢＩあしすとでは、これまで複数

の学校から問合せをいただいており、そのうち青

森市の中学校の教育旅行が決定したとのことであ

ります。

次に、新型コロナウイルス感染症に係る雇用対

策についてご報告いたします。

８月７日、むつ公共職業安定所、むつ労働基準

監督署、青森県、そして、むつ市を構成員とする
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「アツギ東北離職者雇用対策本部」がむつ公共職

業安定所内に設置され、続けて第１回雇用対策本

部会議が開催されました。

私自身も出席して、関係機関の皆様が連携して

雇用対策にあたられることを強くお願い申し上げ

ております。

対策本部では、離職者ニーズの把握、求人事業

所の開拓及び求職者にマッチングした情報提供を

行うためには、近隣自治体、経済団体等との連携

・協力が不可欠であることから、８月28日に関係

する団体等を含めた「雇用対策連絡会議」を開催

することを決定しております。

私自身も、先日、六ヶ所村の戸田村長を訪ね、

「雇用対策連絡会議」への参加を依頼するととも

に、村内企業での雇用確保について特段のご協力

をいただきたいとお願い申し上げ、戸田村長から

は前向きなお返事をいただいたところでありま

す。

次に、対策本部の昨日及び本日の具体的な動き

についてでありますが、アツギ東北株式会社むつ

事業所内に公共職業安定所の臨時庁外窓口である

アシストハローワークを開設しており、市といた

しましては、主に離職される方々の健康保険や税

に関する相談に対して寄り添って対応していると

ころであります。

次に、市の具体的な雇用対策についてでありま

すが、アツギ東北株式会社むつ事業所を含む新型

コロナウイルス感染症の影響による市内事業所か

らの離職者を市が直接雇用するため、会計年度任

用職員採用に係る経費を今定例会の補正予算案と

して提案するとともに、現在、求職者のニーズを

把握した上での対策について検討を進めている段

階にありますことから、事業に係る予算措置が必

要な場合には改めて市議会にお諮りしたいと考え

ておりますので、ご理解を賜りたいと存じます。

私といたしましては、離職者の皆様が１日でも

早く安心して生活できるよう、経済界を含めた関

係機関と力を合わせ全力で前例にとらわれない雇

用対策に力を注いでまいる所存であります。

以上、新型コロナウイルス感染症に係る市の対

応についてご報告させていただきます。

今後も感染の動向を注視しながら、国及び県の

方針に基づき、市民の皆様の安全と健康、そして

日々の生活を守るため、速やかに対策を講じてま

いりますので、ご理解を賜りたいと存じます。

〇議長（大瀧次男） これより質疑を行います。

ただいまの報告に対し、質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（大瀧次男） 質疑なしと認めます。これで

質疑を終わります。

以上で行政報告を終わります。

◎日程第４～日程第20 議案一括上程、

提案理由説明

〇議長（大瀧次男） 次は、日程第４ 議案第70号

むつ市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費

用弁償に関する条例の一部を改正する条例から日

程第20 報告第19号 令和元年度むつ市公営企業

会計資金不足比率についてまでの17件を一括議題

といたします。

市長から提案理由の説明を求めます。市長。

〇市長 宮下宗一郎 ただいま上程されました15議（ ）

案２報告について、提案理由及び内容の概要をご

説明申し上げ、ご審議の参考に供したいと存じま

す。

はじめに、議案第70号 むつ市特別職の職員で

非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の

一部を改正する条例についてでありますが、本案

は、国会議員の選挙等の執行経費の基準に関する

法律の一部改正に準じ、閉鎖時刻の繰上げ等を行

った投票所の投票管理者等の報酬額を従事した時
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間に応じた額とするほか、選挙長等の報酬額を同

法において規定する額に改める等のためのもので

あります。

次に、議案第71号及び議案第72号の人権擁護委

員の候補者に推薦する者につき意見を求めること

についてでありますが これら２議案は 本年12月、 、

31日をもって任期が満了となります坪二三子氏を

推薦し、及び本年７月31日をもって退任されまし

た委員の後任として川畑恵子氏を推薦するため、

提案するものであります。

次に、議案第73号 令和２年度むつ市一般会計

補正予算についてでありますが、本案は、７億

2,463万円の増額補正でありまして、これにより

補正後の歳入歳出予算総額は、439億9,177万

5,000円となります。

まず、歳出の主なものについてでありますが、

総務費では、下北半島と青森市を結ぶ離島航路の

運航維持に伴う補助金を増額しておりますほか、

新型コロナウイルス感染症の影響により離職され

た方々を支援するための緊急雇用創出事業費を計

上しております。

民生費には、児童福祉施設等における新型コロ

ナウイルス感染症感染防止対策として、マスク等

の衛生用品や備品の整備を支援するため、新型コ

ロナウイルス感染症緊急包括支援事業費を計上し

ております。

衛生費には、国の特別定額給付金の支給対象と

ならない本年４月28日から令和３年４月１日まで

の間に生まれた新生児の保護者に対し、新生児一

人当たり10万円を給付するため、にっこりっこ新

生児特別定額給付金事業費を計上しておりますほ

か、新ごみ処理施設整備事業に係る下北地域広域

行政事務組合負担金を増額しております。

商工費には、新型コロナウイルス感染症拡大防

止を目的に休止した指定管理施設の運営を支援す

るため、各施設の指定管理料を増額するほか、宿

泊業を支援するため、青森県民を対象とした宿泊

費助成等を実施する宿泊業消費喚起事業費を計上

しております。

教育費には、小中学校における新型コロナウイ

ルス感染症対策として、感染予防等に対応した環

境を整備し、児童生徒の学びを保障するため、新

型コロナウイルス感染症対策施設整備事業費及び

学校保健特別対策事業費を計上しております。

諸支出金には、むつ総合病院における新型コロ

ナウイルス感染症対策に係る病棟改修工事及び医

療機器等整備に要する経費として、一部事務組合

下北医療センター負担金を増額しておりますほ

か、水道施設整備事業に係る出資金を計上してお

ります。

次に、歳入の主なものについてでありますが、

国・県支出金には歳出との関連において補助見込

額を、市債には漁港整備債及び水道施設整備事業

債を、繰越金には前年度決算剰余金を計上してお

ります。

なお、債務負担行為についてでありますが、Ｐ

ＦＩ方式により実施いたします（仮称）田名部ま

ちなか団地整備事業につきまして、基本設計、実

施設計及び建設工事並びに令和６年度から15年間

の維持管理を実施する事業者の選定のため、限度

額を23億9,299万3,000円、期間を令和２年度から

令和20年度までとした債務負担行為の追加をして

おります。

次に、議案第74号 令和２年度むつ市介護保険

、 、特別会計補正予算についてでありますが 本案は

介護給付費負担金等の精算により国、県及び社会

保険診療報酬支払基金への返還金が生じたことに

伴う１億2,805万5,000円の増額補正でありまし

て これにより補正後の歳入歳出予算総額は 67億、 、

4,630万6,000円となります。

次に、議案第75号 令和２年度むつ市魚市場事

業特別会計補正予算についてでありますが、本案
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は、海氷タンクの修繕等に係る120万円の増額補

正でありまして、これにより補正後の歳入歳出予

算総額は、1,411万5,000円となります。

次に、議案第76号 令和元年度むつ市一般会計

歳入歳出決算についてでありますが、歳入総額は

394億4,028万5,098円で、これに対する歳出総額

は391億8,752万9,057円となり、翌年度に繰り越

すべき財源を差し引いた実質収支では１億

8,135万3,228円の剰余金を生じた決算となってお

ります。この剰余金は、全額を翌年度に繰り越す

こととしております。

令和元年度の実質収支は、平成22年度から10年

連続で黒字決算を維持することができました。ま

た、財政調整基金の増額及び長期債繰上償還によ

り実質単年度収支においても、2,674万5,970円の

黒字決算となりました。

今後の見通しにつきましては、新型コロナウイ

ルス感染症拡大の影響を受け、令和２年４月～６

月期のＧＤＰ（国内総生産）は、戦後最悪のマイ

、 、ナス成長となり コロナ前の水準に回復するには

３年から４年を要するとも言われており、先行き

が全く見通せない状況となっております。

このような状況の中、歳出においては扶助費の

増加のほか、一般廃棄物処理施設建設事業に伴う

下北地域広域行政事務組合負担金の操出しに多額

、 、の一般財源を要することになり 歳入においては

人口減少に伴う個人市民税の減収が見込まれ、大

幅に財源が不足する可能性がありますことから、

今後も財政運営は厳しさが続くものと認識してお

ります。

こうした状況を踏まえ、財政健全化をより一層

推進し、歳入に見合った財政規模への転換を継続

するとともに、新たな財源の確保に努め、真に必

要な事務事業を見極めながら効果的かつ効率的な

行政経営に取り組んでまいりますので、市民の皆

様及び議員各位のご理解とご協力を賜りたいと存

じます。

次に、議案第77号 令和元年度むつ市国民健康

保険特別会計歳入歳出決算についてであります

が、歳入総額は61億8,558万2,236円で、これに対

する歳出総額は59億1,890万6,667円となり、歳入

歳出差引き２億6,667万5,569円の剰余金を生じた

決算となっております。この剰余金は、全額を財

政調整基金に積立てしております。

次に、議案第78号 令和元年度むつ市後期高齢

者医療特別会計歳入歳出決算についてであります

が、歳入総額は５億4,144万1,121円で、これに対

する歳出総額は５億3,375万6,721円となり、歳入

歳出差引き768万4,400円の剰余金を生じた決算と

なっております。この剰余金は、全額を翌年度に

繰り越すこととしております。

次に、議案第79号 令和元年度むつ市下水道事

業特別会計歳入歳出決算についてでありますが、

歳入歳出総額は、共に17億7,941万1,193円となっ

ております。

次に、議案第80号 令和元年度むつ市公共用地

取得事業特別会計歳入歳出決算についてでありま

すが、歳入歳出総額は、共に4,552万3,812円とな

っております。

次に、議案第81号 令和元年度むつ市介護保険

特別会計歳入歳出決算についてでありますが、歳

入総額は66億573万3,065円で、これに対する歳出

総額は64億3,038万5,824円となり、歳入歳出差引

き１億7,534万7,241円の剰余金を生じた決算とな

っております。この剰余金は、全額を介護保険財

政調整基金に積立てしております。

次に、議案第82号 令和元年度むつ市魚市場事

業特別会計歳入歳出決算についてでありますが、

歳入歳出総額は、共に799万1,742円となっており

ます。

次に、議案第83号 令和元年度むつ市水道事業

会計利益剰余金の処分についてでありますが、本
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案は、水道事業の当年度未処分利益剰余金２億

4,217万9,589円のうち 当年度純利益１億3,154万、

3,663円を繰越利益剰余金とし、残額１億1,063万

5,926円を資本金に組み入れるためのものであり

ます。

次に、議案第84号 令和元年度むつ市水道事業

会計決算についてご説明いたします。

まず、収益的収入及び支出についてであります

が、水道事業収益は17億6,981万203円で、水道事

業費用は15億8,356万2,019円となり、消費税及び

地方消費税を除いた収支では、１億3,154万

。3,663円の純利益を生じた決算となっております

次に、資本的収入及び支出についてであります

が、資本的収入額は企業債、一般会計負担金等で

７億2,000万7,300円となり、資本的支出額は建設

改良費及び企業債償還金で14億1,053万4,354円と

なり、資本的収入額が資本的支出額に対して不足

する額６億9,052万7,054円は、過年度分損益勘定

留保資金等で補填しております。

次に、報告第18号 令和元年度むつ市健全化判

断比率について及び報告第19号 令和元年度むつ

市公営企業会計資金不足比率についてであります

が、これらは、地方公共団体の財政の健全化に関

する法律の規定に基づき、監査委員の意見を付け

て報告するものであります。

以上をもちまして、上程されました15議案２報

告について、その大要を申し上げましたが、細部

につきましては、議事の進行に伴いましてご質問

により詳細ご説明申し上げます。

何とぞ慎重ご審議の上、原案どおり御議決及び

ご認定賜りますようお願い申し上げる次第であり

ます。

ただいま私が申し上げました提案理由の中の議

案第81号の歳出総額のところで 「64億3,083万、

5,824円」と申し上げましたが、正しくは「64億

3,038万5,824円」でありましたので、訂正をさせ

ていただきます。

〇議長（大瀧次男） これで提案理由の説明を終わ

ります。

◎散会の宣告

〇議長（大瀧次男） 以上で、本日の日程は全部終

わりました。

お諮りいたします。明８月26日から28日までと

８月31日及び９月１日は議案熟考のため休会した

いと思います。これにご異議ありませんか。

（ 異議なし」の声あり）「

〇議長（大瀧次男） ご異議なしと認めます。よっ

て、明８月26日から28日までと８月31日及び９月

１日は議案熟考のため休会することに決定いたし

ました。

、 、なお ８月29日及び30日は休日のため休会とし

９月２日は一般質問を行います。

本日はこれで散会いたします。

午前１０時４０分 散会
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